


電力中央研究所・横須賀地区は三浦半島の西岸（相模湾側）に位置
し、東に半島の山塊を眺望する自然に恵まれた環境にあります。
約26万㎡の広い敷地を擁し、電気・情報通信・機械・化学・原子力
分野などの研究者を核に、約400名が基礎研究から実用化研究まで
幅広く取り組んでいます。
当地区は、1977年に前身である（財）超高圧電力研究所の事業を継承
し、電力流通設備に関わる大電力・高電圧の試験・研究などを
行ってきました。
その後、原子力・火力・電力流通等に関する研究部門を順次、
狛江地区から移転し、現在は「エネルギー産業技術研究の拠点」
として、原子力リスク研究センター（NRRC）の一部（リスク
評価研究チーム）、エネルギートランスフォーメーション研究
本部（EX）、グリッドイノベーション研究本部 ( G I )に加え、
地区運営・安全管理ならびに研究所支援を行う横須賀運営
センターが、ここ横須賀地区に集まっています。
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横須賀地区 組織編成

横須賀地区は、エネルギー 産業技術研究の拠点です。横須賀地区は、エネルギー 産業技術研究の拠点です。

津波からの避難先
新本館 2F以上
本館 3F以上
第4実験棟 RF
第5実験棟 RF
第6実験棟 2F
第8実験棟 3F以上
厚生棟 3F
高電圧絶縁実験棟4F以上
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指定避難場所
最終避難先
一時避難場所
指定避難場所まで間に合わ
ない場合の一時避難場所
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新本館

受付
大型バス駐車位置

本館

燃料高度利用実験棟
・炭化燃料化実験設備
・液化アンモニア抽出試験装置
ヒートポンプ研究開発棟
・ヒートポンプ開発試験設備
・ヒートポンプ用空気熱交換器試験設備
火力次世代燃料高度燃焼試験棟
配電需給協調実験棟
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Area東
実機コンポーネント寿命評価試験管理棟
・実機コンポーネント寿命評価実験設備
高電圧絶縁実験棟
長尺 CVケーブル絶縁特性実験棟
発電プラント熱流動実験棟
・配管減肉評価関連試験設備
・配管破損時漏洩挙動計測装置
・軽水炉三次元熱流動実験設備
材料分析棟
・三次元アトムプローブ
・収差補正 TEM
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北
燃料電池基礎実験棟
・ダイレクトバイオマス燃料電池実験装置
10kW燃料電池実験棟
・固体酸化物形電解セル /
固体酸化物形燃料電池 (SOEC/SOFC) 実験設備
ヒートポンプ性能評価試験棟
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西
第 4実験棟
・非接触給電
・パワー半導体合成・性能評価装置
第 5実験棟
・高温高圧水中応力腐食割れ試験設備
第 6実験棟
・高電圧ホール
第 7実験棟
・収差補正 TEM
・構造材料強度評価試験装置
・二次電池評価設備
・新機能デバイス研究設備
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第 8実験棟
・IoT ラボ
・遮熱コーティング（TBC）熱サイクル試験装置
・非破壊検査
・通信メディア実験設備
・水電解試験装置（PEM形・アルカリ形）
短絡試験棟
・大容量電力短絡試験設備
石炭燃焼実証試験棟
・石炭燃焼特性実証試験装置
石炭ガス化実験棟
火力給水処理試験設備
臨海課電曝露実験場
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